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 田中千秋（たなかちあき） 

惑星をさがす 

節分と節気 

２月に入ると３日が節分、すなわち季節を分ける日です。翌日４日の立春（りっし

ゅん）は１年を２４に分けて季節を表す２４節気のひとつで、この日から春に向かっ

て季節が進んでいくことを知らせてくれます。今の暦では毎年２月上旬にこの立春を

迎えますが、旧暦を使っていたころは、うるう月（うるう月があるため、１年が１３

か月の年がある）により１年の長さを調整していたため、種蒔の時期などは、日々の

暦の月日でなく、２４節気に頼っていました。 

旧暦は太陰暦を用いた暦でしたが、２４節気は太陽暦の考え方から作られたもので

した。太陽暦を使っている現在では月日の誤差の補間ではなく、季節の節目を知る呼

び名として親しまれています。 

節分では恵方巻などが大流行していますが、２４節気のこともぜひ関心を持ってい

ただけたらと思います。 

今、惑星はどこに？ 

昨年も今年も惑星観測シーズンは夏だといわれています。 

それは、惑星の中でも天体望遠鏡で見ごたえのある木星と土星が夏休みシーズンに都

合の良い時間帯（午後８時頃）に見られることに起因しています。 

しかし、天体望遠鏡で惑星を見る機会は、さほど多くはないと思いますので、肉眼で

見える惑星の位置などをお知らせします。 

観察する時間帯を選ばなければ２月にも惑星を見ることはできるのです。 

ただし、惑星は星空の中を毎日、少しずつ移動していきますので、ここでは２月の惑

星の位置などについてお知らせします。 

この説明や図を参考にしていただき、星座の星と共に惑星もウォッチングしていただ

きたいと思います。 

 

昨年３月１７日夕空の西天に見られた水星と金星 



水星 

2月27日に東方最大離角を迎えます。つまり、太陽との離角が大きくなることによっ

て、見やすくなるのです。東方最大離角の時は、夕方の西の空に見え、地上から見て

いると西よりも東の方角に最も離れて見え、太陽が西の空に沈んでだんだん暗くなる

時間帯に見えます。 

火星 

夕空に見られますが、昨年の７月３１日に大接近した頃のような明るい輝きはなく、

現在は１.１等級の輝きで、おひつじ座付近にあります。 

 

２月２７日夕方の西空で見られる水星と火星の位置（ステラナビゲーターの画像を使用） 

 

２月２７日の夜明け前の東天で見られる月、木星、土星そして金星の位置を示します。 

月の見かけの形状及び位置は、日々大きく変わり、惑星の位置も少しずつ変化します 

（ステラナビゲーターの画像を使用） 

 



金星  

明けの明星として－（マイナス）４等級の明るさで輝いています。空が明るくなっ

てもしばらくは、はっきりと見えます（昼間でも見えることがあります）。 

木星  

へびつかい座付近にあり明け方の空に－２等級で明るく輝いて見えます。６月１１

日に衝（しょう）を迎えますので、観測シーズンは今年の春から夏にかけてとなりま

す。 

土星  

明け方の空に見られ、いて座にあります。早起きをして土星と共に、金星、木星の位

置関係を確かめましょう。 

 

２月の惑星などの見え方 

☆細い月と金星が接近（夜明け前）･･･１日明け方 

☆火星と天王星が大接近･･･１３日（天王星は肉眼では見えないが双眼鏡で確認できる） 

☆金星と土星が接近･･･１８日の明け方 

☆金星、土星、木星、月が並んで見える･･･２７日明け方 

※文中に出てくる専門用語の解説 

★衝（しょう） 

地球から見て衝を迎えた惑星は太陽と反対側に見える。すなわち、午前０時頃に南中を迎えること

となるが、この時期には一晩中の観測ができるので、その惑星の観測好機といえる。 

★最大離角（さいだいりかく） 

内惑星（金星、水星）の太陽との離角が最大になること。西方最大離角とは、明け方の東天におけ

る最大離角をいい、東方最大離角とは夕方の西天における最大離角をいう。最大離角の頃は太陽と

離れて見える位置に惑星があることから観測好機といえる。 

 

２月の星空 

２月の星空は、冬の星座のかんさつシーズンといえます。 

冬の星座をさがすと、三ツ星のあるオリオン座、その中の特に明るい左上に見られ

る星が１等星のベテルギウス、右下の１等星がリゲルです。 

オリオン座がみつけられたらその周囲に、おうし座、うさぎ座、おおいぬ座、こいぬ

座、ふたご座そしてぎょしゃ座をみつけていきましょう。 

星図をたよりに冬の星座をさがしてみましょう。 

２月の天文情報 

日 曜日 月齢 天文現象など 

１ 金 26.1 月が金星に最接近（明け方） 

２ 土 27.1 月が土星に最接近（明け方） 月の赤緯が最南 

３ 日 28.1 節分 

４ 月 29.1 立春（二十四節気）  

５ 火 0.2 新月 月が水星に最接近 月の距離が最遠（本年最遠） 

６ 水 1.2  

７ 木 2.2 月が海王星に最接近 

８ 金 3.2  

９ 土 4.2 月が天の赤道を通過（北半球へ）  

１０ 日 5.2  



１１ 月 6.2 建国記念の日 月が火星に最接近 月が天王星に最接近   

１２ 火 7.2                 

１３ 水 8.2 上弦の月 火星と天王星が最接近 

１４ 木 9.2  

１５ 金 10.2  

１６ 土 11.2 月の赤緯が最北 

１７ 日 12.2  

１８ 月 13.2 金星と土星が最接近 

１９ 火 14.2 雨水（二十四節気） 水星と海王星が最接近 月の距離が最近 

２０ 水 15.2 満月（ｽｰﾊﾟー ﾑｰﾝ） 

２１ 木 16.2  

２２ 金 17.2 月が天の赤道を通過（南半球へ） 

２３ 土 18.2  

２４ 日 19.2  

２５ 月 20.2  

２６ 火 21.2 下弦の月 

２７ 水 22.2 水星が東方最大離角 月が木星に最接近 

２８ 木 23.2  

 

２月の星空 

 
２月の中旬、午後９時ころの星空です。月明かりの影響はカットし、月の姿も表現していません。

このコラムの中で使用している星図は、㈱アストロアーツの許諾を受け、天文ソフト「ステラナビ

ゲータ１０」を使用しています。 

 


